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 Cladiellin テルペノイドは、主にサン
ゴから単離される海産天然物群であり、

細胞毒性、抗炎症効果、抗マラリア原虫

活性などの生物活性を示すものが数多

く知られている。これらの天然物はいず

れも、エーテル渡環した 10員環部と 6員環からなるユニークな構造を有しており、活発な全
合成研究が行なわれてきた。今回我々は、独自に開発したジコバルトアセチレン錯体 4 とフ
ランの  [6+4] 型付加環化反応と、骨格転位を伴う脱コバルト錯体化反応を基軸とする 
Cladiellin テルペノイドの全合成研究を行ない、Polyanthellin A1) (2)および Litophynin F2) 
(3)の全合成を達成した。 
 まず、付加環化体 5にヨウ素および酢酸銅(II)を作用させて脱錯体化反応を行い、環状エノ
ールエーテル 6へと変換した後、6員環部の融着を経て 3環性エノン 7に導いた。 
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 このものに、立体選択的共役付加反応によりイソプロピル基を導入後、酸性条件で後処理

を行なうとヘミアセタール部の組み替えが起こり、自発的に Cladiellin 骨格が構築された。
官能基変換を経て 3級アルコール 9へと導いた後、この化合物を共通中間体として 25工程（総
収率 1.1%）で Polyanthellin A (2) 、28工程（総収率 0.6%）を経て Litophynin F (3)の全合
成を完了した。 
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